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―筋縄ではいかない

試作の面白さを実感。

客先から依頼を受けた試作品づくりや

技術開発、学生向けのめっき実演を担

当しています。一筋縄ではいかないの

が試作の面白さ。結果を出すまでの試

行錯誤の過程も合め、やりがいを感じ

ています。女性も長く働ける職場なの

で、頑張って上を目指したいです。

慈 望 動 骨,鴇

何事にも「できないJ

と言 わ ず最善 を尽 く

,企業理 念 に共 感

しました。
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独創の技術を確立。

清川メッキエ業株式会社

――こんなヨトをしている会社です !_

渓縣継象尻認 聟竃嘉蹴懸路畢星
よ

・独自の技術を磨き、

:数 の々賞を受賞。.

・ '「お客様の要望に技術・コスト・品質のすべて .

「
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を上歯なもあを提棋する」iぞ病が浩
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‐・ 長のモノづくりへの思t竜 開発に10年以上か・

!:かる葉症もあるが、皇ごィとIきただきあ彗か :

=・ は格別だという。近畿地方発明表彰など数″‐
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ど、個 に々柔軟に対応していきます。

企業は働く人がいるから続いていき

ます。私たちが創業時から人を大切に

する経営を行なってきたのは、働く―

人ひとりが′心と体を健康に保ち、個々

の能力を最大限に発揮できる環境を作

り出すことが会社の使命だと考えてい

るからです。仕事を通して成長したい

人、じっくリキャリアを積みたい人はぜ

ひ当社で持てる力を発揮してください。

私たちが盛ざすもの。私たちの想い 清
加
窯
垂

さ
ん

取
締
役
副
社
長

禽を糞与鬱蜀蕪碧縫ξ墨

喜与慈轟盆義の発羹甕。

昨年で創業60周 年を迎え、社員数は

370名 (2024年 1月 現在)。 働きがいの

改善にも力を入れており、2024年 4月

は年間休日数を115日 とし、さらに118

日まで増やす予定。有給休暇の取得

日数も平均122日 。社員の公私の充

実を図っていく。

＼
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時代 tま働き方からl動 きがいへ、

十人十色の働きがいを最大層晨筵支援。

当社ではより新しい時代に対応して

いくために人事制度を見直し、2024

年4月からキャリア別コース制度を本格

導入します。これはライフプランや

キャリア志向に応じて働き方を選べる

制度。「上を目指したい」という人に

は、日標達成に必要な資格やスキル

を積み上げられるようバックアップ。子

育てなどで一時的に家庭を重視した

いという場合は勤務時間を見直すな

▼

甥 Ⅷ

清川メッキエ業株式会社

福井市和日中←414

www k,ソ okawa COjp′

採用実績 大学卒/短大卒/高 専卒/専 門卒′高校卒

◆事業内容

◎表面処理 /各種電気 めっき、無電解 めっき、

機能性めっき化成皮膜 夕几理、アルミニウムの

陽極酸化 (ア ルマイト)

◎主要めっき品/電 子部 品、マグネット、半導体

ウェハー、その他先端材 *斗 瓢

基電弊竃畿雲鬱ンプ響

ヌダみ豊誇藝唐喜鶏ё

福井県教育委員会が主催する「ち、くい

理数グランプリ」。子どもの科学的思

考を育む本大会の受賞者に「喜んで

もらおう」とォリジナルメグルと卜口

フィーを作製・寄贈している。寄贈後、

大会参加者は増加。理数への興味関

心の向上にも貢献している。
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社
員

の
健
康
を

食
か
ら
も
サ
ポ

ー
ト

「
Ｋ
ｙ
ｏ
健
幸
福
食
」
。

会
社
近
く
の
古

民
家
を
社
員

食
堂
と
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。
パ

ス
タ
や
サ
ラ
ダ
な
ど
の
食
品
を

一

品
１
０
０
円
で
提
供
す
る
『ｋ
ｙ
ｏ

健
幸
福
食
』
を
実
施
。
コ
ン
ビ

ニ
に

行
く
時
間
や
お
金
の
節
約
に
な

り
、
夜
勤
者
も
温
か
い
食
事
を
摂

れ
る
と
好
評
だ
。
２
階
に
は
リ
ク

ラ
イ
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
。

総務部

絹屋 茉 奈さん

管理栄養士の資格を持ち、
「kyo健幸福食Jの食品選

びを担当しています。皆さん

の声を反映し、使いやすくり

ランクスしてもらえる場所に

なるよう、ブラッシュアップを

重ねています。
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１０
年
、

２。
年
、

３。
年
の

永
年
勤
続
で

旅
行
券
を
贈
塁
。

永
年
勤
続
表
彰
と
し
て
、

１０
年

で
１０
万
円
分
、

２０
年
で
２。
万
円
分
、

３。
年

で
３０
万
円
分
の
旅
行
券
が

贈

呈
さ
れ
る
。
ま
た
、
常

に
問
題

意
識
を
持

っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

改
善
提
案
制
度
も
あ
り
、
提
案
だ

け
で
も
一長
賞
金
が
贈
呈
さ
れ
、
実

施
さ
れ
る
と
褒
賞
金
額
も

ア
ッ

プ
ー
　
ー
件
か
ら
で
も
Ｏ
Ｋ
だ
。
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i揮  生産部本社製造課

池 野 幹太 さん

「20万円分の旅行券で、家

族でシンガポールヘ。文化

や習慣の違いに驚きながら

も楽しく過ごし、考え方や視

野が広がりました。多感な子

ども達にとっても良い経験

になりましたJ。電

杢

現
場
の
声
に
応
え
る

職
場
改
善
で

働
き
や
す
い
環
境
に
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

の
活

用
で
業

務

の
効
率
化
を
図
り
、
保
育
施
設
は

年
間
１
２
２
日
、
介
護
施
設
は
年

間

１
１
０
日
以
上
の
休
み
が
取

れ
る
環
境
に
改
善
。
職
員
と
対
話

を
重
ね
な
が
ら
よ
り
柔
軟
な
働

き
方
が
で
き
る
職
場
づ
く
り
を
進

め
、
入
職
し
や
す
く
定
着
率
の
高

い
休
質
を
目
指
し
て
い
る
。
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法人本部事務本部長

平井崇裕さん

よりよいサービスには人間

的なつながりも大切なので、

職 員間のコミュニケーション

を充実させて意見が言いや

すい関係を築き、チームワー

クを向上させていきたいと考

えています。
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i婚 後・産 後 のワークライフ

２
カ
月
の
育
休
で

我
が
子
と
触
れ
合

い
、

周
囲

へ
の
感
謝
も
増
し
た
。

業
務

の
効
率
化
と

周

囲

の

フ
ォ
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ー

で

ス
ム
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ズ

に
復
帰
。
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れ
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『山翠苑』で働きながら、5人の子ども

に恵まれた土田さん。「職場の方たちが

毎回
｀
おめでとう!″と快く送り出してくれる

ので、安心して出産や育児に専念できま

す」と話す。また、法人提携の託児所で、

生後半年から子どもを預けられるのもス

ムーズな職場復帰を後押し。「学校行事

なども休みを取りやすく、周りの方のサ

ポートに助けられています」。

「5人の子育ては大変ですが、心に余裕をもって

楽しみたぃ」とぃう土田さん。出産前に利用者の

方から手作りのお手玉をもらったこともあったそう

で、感激したと教えてくれた

職員間の連携がよい職場で先輩に相

談しやすく、親身なフォローがあるので不

安なく復帰できた。職場のDX化が進み、

連絡ノートの記入などの事務作業の負担

が減ったのも家庭との両立を後押しして

いる。「先輩に学びながら、子どもの気持

ちをくみ取る対応力を伸ばし、国に行くの

が楽しくなる保育を目指したい」と、さら

なる成長を目指す。

「自分の子どもの笑顔を見ると、ママとしても頑

張ろうと思える」と語る井土さん。職場は産体育
休も取得しやすく先輩でも復帰された方が多い
ので安心して復帰の道を選べたょう

蜘

車載用半導体ウェハヘのめっきを行う

部署で生産現場リーダーを務める林さん。

この春からの増産に向け、設備導入。人

員増加などの現場整備に余念のない

日々 を送っている。昨年、お子さんが生ま

れた後、2カ月の育休を取得。「子どもと

じっくり接する時間が持ててありがたかっ

たです」と話し、協力的だった仲間への

感謝の気持ちも深めている。

休日は家族の時間を大切にしている林さん。「子

どもが寝た後に近所をランニングしたり、月イチで

会社のパドミントンサークルに参加した|ルてリフ

レッシュしています」
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